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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレス通信装置に結合されるように
構成されるスマート記憶デバイスであって、前記スマート記憶デバイスは、
　前記スマート記憶デバイスのメモリにネットワークアクセス情報を記憶するための手段
と、前記ネットワークアクセス情報は、前記ワイヤレス通信ネットワークのサービスにア
クセスするためのものである、
　前記ワイヤレス通信装置にメッセージを送信するための手段と、前記メッセージは、前
記スマート記憶デバイスによって記憶される前記ネットワークアクセス情報に対する更新
を前記ワイヤレス通信装置に通知するデータを備え、ここで、前記データは、
　前記ワイヤレス通信装置が前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記
ワイヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始するコマンドをさらに備え、前
記コマンドは、前記ワイヤレス通信装置が前記コマンドを行うことを要求される１つ以上
の条件を規定するフィールドを備え、前記情報の更新は、更新された前記ネットワークア
クセス情報の少なくとも一部に基づく、
　を備える、スマート記憶デバイス。
【請求項２】
　前記１つ以上の条件は、
　前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信されるときに前記ワイヤレス通信装置
によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更新を開始するための条件、または
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、
　前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作
が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール、またはユーザインターフェース
をナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場合に、前記更新を開始するための
条件を備える、請求項１に記載のスマート記憶デバイス。
【請求項３】
　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前記１つ以
上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、請求項１に
記載のスマート記憶デバイス。
【請求項４】
　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記スマート記憶デバイスは、前
記ワイヤレス通信装置に第１のメッセージを送信することに応答して、前記ワイヤレス通
信装置のアクティブコールのリストを受信するための手段を備え、前記１つ以上の条件は
、アクティブコールの前記リストに基づく、請求項１に記載のスマート記憶デバイス。
【請求項５】
　前記ネットワークアクセス情報は、前記ワイヤレス通信装置のユーザに関連付けられた
加入者情報、ネットワーク事業者情報、および認証情報のうちの少なくとも１つを備える
、請求項１に記載のスマート記憶デバイス。
【請求項６】
　前記コマンドは、前記更新を強制するように構成される、請求項１に記載のスマート記
憶デバイス。
【請求項７】
　スマート記憶デバイスが前記スマート記憶デバイスに記憶されるネットワークアクセス
情報をワイヤレス通信装置に管理させるための方法であって、前記スマート記憶デバイス
は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作する前記ワイヤレス通信装置に結合される
ように構成されており、前記方法は、
　前記スマート記憶デバイスのメモリに前記ネットワークアクセス情報を記憶することと
、前記ネットワークアクセス情報は、前記ワイヤレス通信ネットワークのサービスにアク
セスするためのものである、
　前記スマート記憶デバイスから前記ワイヤレス通信装置にメッセージを送信することと
、前記メッセージは、前記スマート記憶デバイスによって記憶される前記ネットワークア
クセス情報に対する更新を前記ワイヤレス通信装置に通知するデータを備え、ここで、前
記データは、
　前記ワイヤレス通信装置が前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記
ワイヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始するコマンドをさらに備え、前
記コマンドは、前記ワイヤレス通信装置が前記コマンドを行うことを要求される１つ以上
の条件を規定するフィールドを備え、前記情報の更新は、更新された前記ネットワークア
クセス情報の少なくとも一部に基づく、
　を備える、方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレス通信装置であって、前記ワイ
ヤレス通信装置は、スマート記憶デバイスに結合されるように構成されており、前記ワイ
ヤレス通信装置は、
　前記スマート記憶デバイスから受信されるメッセージに基づく情報を記憶するための手
段と、
　前記スマート記憶デバイスからメッセージを受信するための手段と、前記メッセージは
、前記スマート記憶デバイスによって記憶される前記ワイヤレス通信ネットワークのサー
ビスにアクセスするためのネットワークアクセス情報に対する更新を前記ワイヤレス通信
装置に通知するデータを備え、ここで、前記データは、
　前記ワイヤレス通信装置が前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記
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情報の更新を開始するコマンドをさらに備え、前記コマンドは、前記ワイヤレス通信装置
が前記コマンドを行うことを要求される１つ以上の条件を規定するフィールドを備え、前
記情報の更新は、更新された前記ネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく、
　を備える、ワイヤレス通信装置。
【請求項９】
　前記１つ以上の条件に基づいて、前記情報の前記更新を開始するための手段をさらに備
える、請求項８に記載のワイヤレス通信装置。
【請求項１０】
　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信されるときに
前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更新を開始
するための条件、または、
　前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作
が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール、またはユーザインターフェース
をナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場合に、前記更新を開始するための
条件を備える、請求項８に記載のワイヤレス通信装置。
【請求項１１】
　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前記１つ以
上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、請求項８に
記載のワイヤレス通信装置。
【請求項１２】
　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記装置は、前記スマート記憶デ
バイスから第１のメッセージを受信することに応答して前記ワイヤレス通信装置のアクテ
ィブコールのリストを送信するための手段をさらに備え、前記１つ以上の条件は、アクテ
ィブコールの前記リストに基づく、請求項８に記載のワイヤレス通信装置。
【請求項１３】
　前記スマート記憶デバイスは、ユニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）、または、加
入者識別モジュール（ＳＩＭ）を備える、請求項１乃至６のいずれかまたは８乃至１２の
いずれかに記載のワイヤレス通信装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信装置がスマート記憶デバイスと対話するための方法であって、前記方法
は、
　前記スマート記憶デバイスから前記ワイヤレス通信装置によって受信されるメッセージ
に基づいて、ワイヤレス通信装置で情報を記憶することと、
　前記スマート記憶デバイスからメッセージを受信することと、前記メッセージは、前記
スマート記憶デバイスによって記憶される、ワイヤレス通信ネットワークのサービスにア
クセスするためのネットワークアクセス情報に対する更新を、前記ワイヤレス通信装置に
通知するデータを備え、ここで、前記データは、前記ワイヤレス通信装置が前記ワイヤレ
ス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記情報の更新を開始するコマンドをさらに備
え、前記コマンドは、前記ワイヤレス通信装置が前記コマンドを行うことを要求される１
つ以上の条件を規定するフィールドを備え、前記情報の更新は、更新された前記ネットワ
ークアクセス情報の少なくとも一部に基づく、
　を備える、方法。
【請求項１５】
　請求項７または１４に記載の方法を行うためにプロセッサによって実行可能な命令群を
備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　[0001]　本出願は、２０１２年１１月１９日付で提出された「SYSTEMS, APPARATUS, AN
D METHODS FOR MANAGING INFORMATION IN A SMART STORAGE DEVICE」と題する米国仮特許
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出願６１／７２８，２０４号に対する優先権および米国特許法第１１９条（ｅ）の下での
利益を請求するもので、その開示がその全てにおいてあらゆる目的で以下に明記されるか
のように参照によって本書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　以下に論じられる技術は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、
ワイヤレス通信装置によってスマート記憶デバイスから更新された情報を得ることに関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声およびデータのような様々な種類の通信コン
テンツを提供するように、広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システムは、利
用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、送信電力など）を共有することによって、
複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続システムであり得る。このよ
うな多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元
接続（ＯＦＤＭＡ）システムなどを含み得る。さらに、このようなシステムは、第３世代
パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）、３ＧＰＰ２、３ＧＰＰロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）などのような仕様に適合できる
。
【０００４】
　[0004]　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数の移動デバイスのための通
信を同時にサポートし得る。各移動デバイスは、順方向および逆方向リンクにおける送信
を介して、１つ以上の基地局と通信し得る。順方向リンク（またはダウンリンク）は、基
地局から移動デバイスへの通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）は、
移動デバイスから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]　移動デバイスは、ネットワークアクセス情報、並びにこの移動デバイスが動作
し得るワイヤレス通信システムの１つ以上のネットワーク事業者に関連する他のデータを
記憶するユニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ：universal integrated circuit card
）のようなスマート記憶デバイスをさらに含み得る。スマート記憶デバイスは、移動デバ
イスにサービスを提供するために１つ以上のアプリケーションを実行するように構成され
る制御装置を含み得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　添付の請求項の範囲内の、システム、方法、およびデバイスの様々な実施形態
の各々は、いくつかの態様を有する。いくつかの実施形態では、これら態様の全てまたは
いくつかが実施形態の利点および特徴を可能にして提供できる。添付の請求項の適用範囲
を限定せずに、いくつかの優れた特徴が本書で述べられる。
【０００７】
　[0007]　本明細書に記述される主題の１つ以上の実施形態の詳細は、以下の説明および
添付の図面に明記される。他の特徴、態様、および利点は、明細書、図面、および特許請
求の範囲から明らかであろう。以下の図面の相対寸法は、縮尺の通りではないことに、留
意されたい。
【０００８】
　[0008]　本開示に記述される主題の一態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動
作するワイヤレス通信装置に結合されるように構成されるスマート記憶デバイスを提供す
る。このスマート記憶デバイスは、ワイヤレス通信ネットワークのサービスにアクセスす
るためのネットワークアクセス情報を記憶するように構成されるメモリを含む。このスマ
ート記憶デバイスは、ワイヤレス通信装置にメッセージを送信するように構成される制御



(5) JP 6426104 B2 2018.11.21

10

20

30

40

50

装置をさらに含む。このメッセージは、スマート記憶デバイスによって記憶されるネット
ワークアクセス情報に対する更新をワイヤレス通信装置に通知するデータを含む。このデ
ータは、ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件に基づいてワイヤレス通信装置のアクティ
ブな動作を保留し(suspend)、ワイヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始
するコマンドをさらに含み、情報の更新は更新されるネットワークアクセス情報の少なく
とも一部に基づく。
【０００９】
　[0009]　本開示に記述される主題の別の態様は、スマート記憶デバイスに記憶されるネ
ットワークアクセス情報を管理する方法の実施を提供するもので、このスマート記憶デバ
イスは、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレス通信装置に結合される
ように構成される。この方法は、スマート記憶デバイスのメモリにネットワークアクセス
情報を記憶することを含み、ネットワークアクセス情報はワイヤレス通信ネットワークの
サービスにアクセスするためのものである。この方法は、ワイヤレス通信装置にメッセー
ジを送信することさらに含む。このメッセージは、スマート記憶デバイスによって記憶さ
れるネットワークアクセス情報に対する更新をワイヤレス通信装置に通知するデータを含
む。このデータは、ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件に基づいてワイヤレス通信装置
のアクティブな動作を保留し、ワイヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始
するコマンドをさらに含む。情報の更新は、更新されるネットワークアクセス情報の少な
くとも一部に基づく。
【００１０】
　[0010]　本開示のさらに別の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワ
イヤレス通信装置に結合されるように構成されるスマート記憶デバイスを提供する。この
スマート記憶デバイスは、スマート記憶デバイスのメモリにネットワークアクセス情報を
記憶するための手段を含み、このネットワークアクセス情報はワイヤレス通信ネットワー
クのサービスにアクセスするためのものである。このスマート記憶デバイスは、ワイヤレ
ス通信装置にメッセージを送信するための手段をさらに含む。このメッセージは、スマー
ト記憶デバイスによって記憶されるネットワークアクセス情報に対する更新をワイヤレス
通信装置に通知するデータを含む。このデータは、ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件
に基づいてワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、ワイヤレス通信装置によっ
て管理される情報の更新を開始するコマンドをさらに含み、情報の更新は更新されるネッ
トワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく。
【００１１】
　[0011]　本開示の他の態様は、実行時に、スマート記憶デバイスに、このスマート記憶
デバイスに記憶されるネットワークアクセス情報を管理する方法を行わせる命令群でエン
コードされた、非一時的コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品を提供
する。このスマート記憶デバイスは、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイ
ヤレス通信装置に結合されるように構成される。この方法は、スマート記憶デバイスのメ
モリにネットワークアクセス情報を記憶することを含む。このネットワークアクセス情報
は、ワイヤレス通信ネットワークのサービスにアクセスするためのものである。この方法
は、ワイヤレス通信装置にメッセージを送信するためのコードをさらに含む。このメッセ
ージは、スマート記憶デバイスによって記憶されるネットワークアクセス情報に対する更
新をワイヤレス通信装置に通知するデータを含む。このデータは、ワイヤレス通信装置が
１つ以上の条件に基づいてワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、ワイヤレス
通信装置によって管理される情報の更新を開始するコマンドをさらに含む。情報の更新は
、更新されるネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく。
【００１２】
　[0012]　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレ
ス通信装置を提供する。このワイヤレス通信装置は、スマート記憶デバイスに結合される
ように構成される。このワイヤレス通信装置は、スマート記憶デバイスから受信されるメ
ッセージに基づいて情報を記憶するように構成されるメモリを含む。このワイヤレス通信



(6) JP 6426104 B2 2018.11.21

10

20

30

40

50

装置は、スマート記憶デバイスからメッセージを受信するように構成される制御装置をさ
らに含む。このメッセージは、スマート記憶デバイスによって記憶されるワイヤレス通信
ネットワークのサービスにアクセスするためのネットワークアクセス情報に対する更新を
ワイヤレス通信装置に通知するデータを含む。このデータは、ワイヤレス通信装置が１つ
以上の条件に基づいてワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、情報の更新を開
始するコマンドをさらに含む。情報の更新は、更新されるネットワークアクセス情報の少
なくとも一部に基づく。
【００１３】
　[0013]　本開示の別の態様は、スマート記憶デバイスと対話する(interacting)ための
方法の実施を提供する。この方法は、スマート記憶デバイスからワイヤレス通信装置によ
って受信されるメッセージに基づいてワイヤレス通信装置で情報を記憶することを含む。
この方法は、スマート記憶デバイスからメッセージを受信することをさらに含む。このメ
ッセージは、スマート記憶デバイスによって記憶されるワイヤレス通信ネットワークのサ
ービスにアクセスするためのネットワークアクセス情報に対する更新をワイヤレス通信装
置に通知するデータを含む。このデータは、ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件に基づ
いてワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、情報の更新を開始するコマンドを
さらに含む。情報の更新は、更新されるネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基
づく。
【００１４】
　[0014]　本開示の別の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレ
ス通信装置を提供する。このワイヤレス通信装置は、スマート記憶デバイスに結合される
ように構成される。このワイヤレス通信装置は、スマート記憶デバイスから受信されるメ
ッセージに基づいて情報を記憶するための手段を含む。このワイヤレス通信装置は、スマ
ート記憶デバイスからメッセージを受信するための手段をさらに含む。このメッセージは
、スマート記憶デバイスによって記憶されるワイヤレス通信ネットワークのサービスにア
クセスするためのネットワークアクセス情報に対する更新をワイヤレス通信装置に通知す
るデータを含む。このデータは、ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件に基づいてワイヤ
レス通信装置のアクティブな動作を保留し、情報の更新を開始するコマンドをさらに含む
。情報の更新は、更新されるネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく。
【００１５】
　[0015]　本開示の別の態様は、実行時に、ワイヤレス通信装置に、スマート記憶デバイ
スと対話するための方法を行わせる命令群によってエンコードされた、非一時的コンピュ
ータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品を提供する。この方法は、スマート記憶
デバイスから受信されるメッセージに基づいて情報を記憶することを含む。この方法は、
スマート記憶デバイスからメッセージを受信することをさらに含む。このメッセージは、
スマート記憶デバイスによって記憶されるワイヤレス通信ネットワークのサービスにアク
セスするためのネットワークアクセス情報に対する更新をワイヤレス通信装置に通知する
データを含む。このデータはワイヤレス通信装置が１つ以上の条件に基づいてワイヤレス
通信装置のアクティブな動作を保留し、情報の更新を開始するコマンドをさらに含む。情
報の更新は、更新されるネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく。
【００１６】
　[0016]　他の態様、特徴、および実施形態は、添付の図と連携して、特定の、例示的な
実施形態の以下の記述を見直すことで当業者にとって明らかになるはずである。複数の特
徴が、以下の特定の実施形態および図と連携して記述され得るが、全ての実施形態は、本
書に記述される有利な特徴のうちの１つ以上を含むことができる。言い換えると、１つ以
上の実施形態が複数の特定の有利な特徴を有するものとして記述され得る一方で、このよ
うな特徴うちの１つ以上はまた、本書に記述される本発明の様々な実施形態に従って使用
され得る。同様にして、例示的な実施形態が、デバイス、システムまたは方法の実施形態
として以下に論じられることになるが、このような例示的な実施形態は、様々なデバイス
、システムおよび方法において実現できることが理解されるべきである。
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【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】いくつかの実施形態に従う例示的なワイヤレス通信システムの簡易図である。
【図２】図１のワイヤレス通信システムにおいて使用され得るワイヤレス通信装置の機能
ブロック図である。
【図３】図２のワイヤレス通信装置に結合され得るスマート記憶デバイスの機能ブロック
図である。
【図４】いくつかの実施形態に従い、スマート記憶デバイスに結合されるワイヤレス通信
装置が動作し得るＬＴＥネットワークアーキテクチャを示す図である。
【図５】いくつかの実施形態に従い、スマート記憶デバイスからワイヤレス通信装置にコ
マンドを送信するための例示的な通信フローを示すコールフロー図である。
【図６】一実施形態に従い、ワイヤレス通信装置がビジー状態（busy）である時に、スマ
ート記憶デバイスからワイヤレス通信装置にリフレッシュコマンド（refresh command）
を送信するための例示的な通信フローを示すコールフロー図である。
【図７】一実施形態に従い、リフレッシュを強制するためのインジケータを伴ってスマー
ト記憶デバイスからワイヤレス通信装置にリフレッシュコマンドを送信するための例示的
な通信フローを示すコールフロー図である。
【図８】一実施形態に従い、ワイヤレス通信装置にリフレッシュコマンドを送信するため
の例示的な方法の実施のフローチャートである。
【図９】一実施形態に従い、スマート記憶デバイスから受信されるリフレッシュコマンド
を処理するための例示的な方法の実施のフローチャートである。
【図１０】一実施形態に従い、スマート記憶デバイスと対話するための例示的な方法の実
施のフローチャートである。
【図１１】いくつかの実施形態に従い、ワイヤレス通信装置と結合され得る他の例示的な
装置の機能ブロック図である。
【図１２】一実施形態に従い、スマート記憶デバイスに結合され得る他の例示的な装置の
機能ブロック図である。
【図１３】いくつかの実施形態に従い、通信システムにおける様々なコンポーネントの機
能ブロック図の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[0030]　慣例に従い、図面に示された様々な特徴が縮尺通りでないことがある。従って
、様々な特徴の寸法は、明確さのために適宜拡大または縮小され得る。加えて、図面のう
ちのいくつかは、所定のシステム、方法またはデバイスのコンポーネントの全てを描いて
いないことがある。同一の参照符号が、明細書と図の全体にわたって、同様な特徴を指す
ために使用され得る。
【００１９】
　[0031]　添付の請求項の範囲内で、実施形態の様々な態様が以下に記述される。本書に
記述される態様が多種多様の形態で実施できること、および、本書に記述される任意の特
定の構造および／または機能が単に実例であることが明らかであるべきである。本開示に
基づいて、当業者は、本書に記述される１つの態様がその他の任意の態様とは独立に実施
できること、および、これら態様のうちの２つ以上が様々な方式で組み合され得ることを
理解すべきである。例えば、本書に明記される任意の数の態様を使用して装置が実施でき
、および／または方法が実践できる。さらに、本書に明記される態様のうちの１つ以上と
異なる、または、加えて、他の構造および／または機能を使用してこうした装置が実施で
き、および／またはこうした方法が実践できる。
【００２０】
　[0032]　「例示的な（exemplary）」という用語は、「例、事例、または実例としての
役割を果たす」ことを意味するために本書で使用される。「例示的」なものとして本書に
記述されるどの実施形態も、他の実施形態より有利である、または好ましいものとして必
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ずしも解釈されるべきでない。以下の記述は、当業者の誰もが本発明を行い使用すること
を可能にするために提示される。詳細が以下の記述において説明の目的で明記される。本
発明がこれら特定の詳細を使用せずに実践できることを当業者が実現するであろうことを
諒解されたい。他の事例では、不要な詳細で本発明の記述を分かりにくくしないように周
知の構造およびプロセスが詳しく説明されない。このため、本発明が示された実施形態に
限定されることは意図されず、本書に開示される特徴および原理に一致する最も広い範囲
が与えられるべきである。
【００２１】
　[0033]　一態様において、本書に記述される特定の実施形態は、ＵＩＣＣのようなスマ
ート記憶デバイスおよびワイヤレス通信装置の間の対話を意図するものである。例えば、
スマート記憶デバイスは、ネットワークへのアクセスを改善するための情報をワイヤレス
通信装置に提供するワイヤレス通信装置のための更新されたネットワークアクセス情報を
有し得る。ワイヤレス通信装置に変更されたネットワークアクセス情報を更新させるため
、スマート記憶デバイスは、ワイヤレス通信装置に「リフレッシュ」コマンドを送信し、
変更されたネットワークアクセス情報を更新するプロセスを開始することをワイヤレス通
信装置に通知すし得る。ワイヤレス通信装置が、例えば長時間のデータコールにおいてビ
ジー状態である場合、ワイヤレス通信装置は、占有されない状態（unoccupied）になるま
でリフレッシュを行うことを待つように継続的に決定し得る。しかしながら、変更された
ネットワークアクセス情報を更新するためにあまりに長時間待つことは、質の悪いネット
ワーク性能および質の悪いユーザエクスペリエンスをもたらし得る。
【００２２】
　[0034]　本書に記述される特定の実施形態に従い、スマート記憶デバイスは、１つ以上
の条件に基づいてワイヤレス通信装置のアクティブ動作を保留し、ワイヤレス通信装置に
よって管理される情報の更新を開始するためにさらなる情報を伴って「リフレッシュ」コ
マンドを送信する。例えば、これら条件は、ワイヤレス通信装置によって現在行われてい
る他の活動、またはコールのタイプに関連し得る。例えば、一実施形態において、ワイヤ
レス通信装置は、リフレッシュコマンドを受信し、リフレッシュを行うためにデータコー
ルを休止(pause)することを決定し得る。このような方式で、スマート記憶デバイスはリ
フレッシュを行うことをワイヤレス通信装置に「強制（force）」し、ユーザエクスペリ
エンスを向上させ得る。
【００２３】
　[0035]　本書に記述される技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、
直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ
）ネットワークなどのような、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得る
。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば同義で使用される。ＣＤ
ＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestria
l Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などのような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、
広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））およびローチップレート（ＬＣＲ）を含む
。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６基準をカバー
する。ＴＤＭＡネットワークは、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション
ズ（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）のような無線技
術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭ”
などのような無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧＳＭは、ユニバ
ーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecom
munication System）の一部である。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－
ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリース（release）である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、
ＧＳＭ、ＵＭＴＳおよびＬＴＥは、「第３世代パートナシッププロジェクト」（３ＧＰＰ
）と称する機関からの文書において説明される。ｃｄｍａ２０００およびＥＶ－ＤＯは、
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「第３世代パートナシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する機関からの文書にお
いて説明される。
【００２４】
　[0036]　シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、シングルキャリ
ア変調および周波数領域等化（frequency domain equalization）を使用する、ワイヤレ
ス通信システムにおいて使用される１つの技術である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシ
ステムと類似の性能および本質的に同じ全体の複雑さを有する。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、
特有のシングルキャリア構造のために、比較的低いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を有
する。ＳＣ－ＦＤＭＡは、特に、比較的低いＰＡＰＲが送信電力効率の観点でモバイル端
末に大きな恩恵をもたらすアップリンク通信において、多くの注目を集めている。それは
現在、３ＧＰＰロングタームエボルーション（ＬＴＥ）、または進化型ＵＴＲＡにおける
アップリンク多元接続スキームのための実践的想定(working assumption)である。
【００２５】
　[0037]　図１は、いくつかの実施形態に従う例示的なワイヤレス通信ネットワーク１０
０を示す。ワイヤレス通信ネットワーク１００は、複数のユーザ間での通信をサポートす
るように構成される。ワイヤレス通信ネットワーク１００は、例えばセル１０２ａ－１０
２ｇのような、１つ以上のセル１０２に分割され得る。セル１０２ａ－１０２ｇにおける
通信カバレッジは、例えばノード１０４ａ－１０４ｇのような、１つ以上のノード１０４
（例えば、基地局）によって提供され得る。各ノード１０４は、対応するセル１０２に通
信カバレッジを提供し得る。ノード１０４は、例えばＡＴ１０６ａ－１０６ｌのような複
数のアクセス端末（ＡＴ）と対話し得る。参照を簡略化するために、ＡＴ１０６ａ－１０
６ｌは、これ以降、アクセス端末１０６と呼ばれ得る。
【００２６】
　[0038]　各ＡＴ１０６は、与えられた時点において順方向リンク（ＦＬ）および／また
は逆方向リンク（ＲＬ）上の１つ以上のノード１０４と通信し得る。ＦＬは、ノードから
ＡＴへの通信リンクである。ＲＬは、ＡＴからノードへの通信リンクである。ＦＬは、ダ
ウンリンクとも呼ばれ得る。さらに、ＲＬはアップリンクとも呼ばれ得る。ノード１０４
は、例えば適切な有線または無線インターフェースによって相互接続され得、互いと通信
することが可能であり得る。従って、各ＡＴ１０６は、１つ以上のノード１０４を介して
別のＡＴ１０６と通信し得る。
【００２７】
　[0039]　無線通信ネットワーク１００は、広範の地理的領域にわたってサービスを提供
し得る。例えば、セル１０２ａ－１０２ｇは、近傍内の数ブロック、または農村環境にお
ける数平方マイルのみをカバーし得る。一実施形態では、各セルは、（図示されていない
）１つ以上のセクタにさらに分けられ得る。
【００２８】
　[0040]　上述のように、ノード１０４は、他の通信ネットワーク、例えばインターネッ
トまたは他のセルラーネットワークに、カバレッジエリア内でアクセスするアクセス端末
（ＡＴ）１０６を提供し得る。
【００２９】
　[0041]　ＡＴ１０６は、通信ネットワークにわたって音声またはデータを送信および受
信するためにユーザによって使用されるワイヤレス通信デバイス（例えば、携帯電話、ル
ータ、パーソナルコンピュータ、サーバなど）であり得る。アクセス端末（ＡＴ）１０６
はまた、ユーザ装置（ＵＥ）、移動局（ＭＳ）、または端末デバイスと、本書で呼ばれ得
る。図示されるように、ＡＴ１０６ａ、１０６ｈ、および１０６ｊは、ルータを備える。
ＡＴ１０６ｂ－１０６ｇ、１０６ｉ、１０６ｋ、および１０６ｌは、携帯電話を備える。
しかしながら、ＡＴ１０６ａ－１０６ｌの各々は、任意の適切な通信デバイスを備え得る
。
【００３０】
　[0042]　以下の実施形態は図１を参照し得るが、ある人は、これらが他の通信基準に容
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易に適用され得ることを認識するはずである。例えば、一実施形態は、ＵＭＴＳ通信シス
テムにおいて適用可能であり得る。いくつかの実施形態は、ＯＦＤＭＡ通信システムにお
いて適合可能であり得る。通信システム２００は、さらに、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システム、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションシステム（ＧＳＭ）
、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＯＦＤＭシステムを含むが
これらに限定されない任意のタイプの通信システムを備え得る。
【００３１】
　[0043]　図２は、図１のワイヤレス通信システム１００内で用いられ得るワイヤレス通
信装置２０２の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレス通信装置２０２は、本書に記
述される方法の少なくとも一部を実現するように構成され得るデバイスの一例である。例
えば、ワイヤレス通信装置２０２は、ノード１０４またはＡＴ１０を備え得る。
【００３２】
　[0044]　ワイヤレス通信装置２０２は、ワイヤレス通信装置２０２の動作を制御するプ
ロセッサ２０４を含み得る。プロセッサ２０４はまた、中央処理装置（ＣＰＵ：central 
processing unit）、制御装置、または制御ユニット（control unit）とも呼ばれ得る。
メモリ２０６は、読取専用メモリ（ＲＯＭ）およびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の
両方を含み得、プロセッサ２０４に命令群およびデータを提供し得る。メモリ２０６の一
部はまた、非揮発性のランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ２
０４は、メモリ２０６に記憶されるプログラム命令群に基づいて、算術演算および論理演
算（logical and arithmetic operations）を行う。メモリ２０６内の命令群は、本書に
記述される方法を実践するために実行可能であり得る。
【００３３】
　[0045]　プロセッサ２０４は、１つ以上のプロセッサで実現される処理システムの１つ
のコンポーネントであったり、これを備えたりし得る。１つ以上のプロセッサは、汎用マ
イクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィー
ルドプログラマブルゲートアレー（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬ
Ｄ）、制御装置、ステートマシン、ゲーテッドロジック、離散ハードウェアコンポーネン
ト、専用ハードウェア有限ステートマシン（dedicated hardware finite state machine
）、または、計算または他の情報操作を行い得る他の任意の適切なエンティティの任意の
組合せで実現され得る。
【００３４】
　[0046]　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミッドウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語、または他の呼び名のいずれで呼ばれようと、任意のタイプの命令群
を意味するように、幅広く解釈されるべきである。命令群は、コード（例えば、ソースコ
ードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または
その他任意の適切なフォーマットの、コード）を含み得る。命令群は、１つ以上のプロセ
ッサによって実行されるときに、処理システムに、本書に記述される様々な機能を行わせ
る。
【００３５】
　[0047]　ワイヤレス通信装置２０２はまた、送信機２１０および／または受信機２１２
を含み得るハウジング２０８を含み、ワイヤレス通信装置２０２と遠隔地との間でのデー
タの送信および受信をさせ得る。送信機２１０および受信機２１２は、トランシーバ２１
４へと組み合され得る。アンテナ２１６はハウジング２０８に取付けられ、トランシーバ
２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレス通信装置２０２はまた、（図示されない）複
数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含み
得る。
【００３６】
　[0048]　ワイヤレス通信装置２０２はまた、トランシーバ２１４によって受信される信
号のレベルを検出および数値化するために使用され得る信号検出器２１８を含み得る。信
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号検出器２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリアごとのエネルギー（ener
gy per subcarrier per symbol）、パワースペクトル密度、および他の信号のような信号
を検出し得る。ワイヤレス通信装置２０２はまた、信号の処理に使用するためにデジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０を含み得る。ＤＳＰ２２０は、送信のために１つ以上の
フレームを生成するように構成され得る。
【００３７】
　[0049]　ワイヤレス通信装置２０２は、いくつかの態様においてユーザインターフェー
ス２２２をさらに備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフ
ォン、スピーカ、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２
２は、ワイヤレス通信装置２０２のユーザに情報を伝達し、および／または、ユーザから
の入力を受信する任意の要素またはコンポーネントを含み得る。
【００３８】
　[0050]　ワイヤレス通信装置２０２の様々なコンポーネントは、バスシステム２２６に
よって一緒に結合され得る。バスシステム２２６は、例えばデータバスと、データバスに
加えて、パワーバス、制御信号バス、およびステータス信号バス（status signal bus）
を含み得る。当業者は、ワイヤレス通信装置２０２のコンポーネントは、その他のメカニ
ズムを使用して互いに入力を提供するか、許可するか、互いに結合され得ることを、理解
するだろう。
【００３９】
　[0051]　複数の個別のコンポーネントが図２に示されるが、当業者は、複数のコンポー
ネントのうちの１つ以上が組み合されたり、共通に実装されたりし得ることを認識するは
ずである。例えば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上述された機能を実
現するためだけでなく、しかし、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して
上述された機能を実現するためにも使用され得る。さらに、図２に示されるコンポーネン
トの各々は、複数の個別の要素を使用して実現され得る。
【００４０】
　[0052]　ワイヤレス通信装置２０２は、スマート記憶デバイス２３０に結合されるよう
にさらに構成され得る。スマート記憶デバイス２３０はユニバーサル集積回路カード（Ｕ
ＩＣＣ）と呼ばれたり、そのように構成されたりし得る。スマート記憶デバイス２３０は
また、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カードとして構成され得る。いくつかの実施形態
では、ＵＩＣＣとして構成されるスマート記憶デバイス２３０は、加入者識別モジュール
（ＳＩＭ）を含み得るか、加入者識別モジュールの機能を行うためのアプリケーションを
備え得る。スマート記憶デバイス２３０は、ワイヤレス通信ネットワーク１００内で動作
可能であること、または、１つ以上のネットワークサービスにアクセスすることをワイヤ
レス通信装置２０２にさせるために、システム決定、システム決定、およびシステム選択
などの１つ以上の機能を実行するために使用され得る、構成データ、識別データ、および
認証データを提供し得る。
【００４１】
　[0053]　スマート記憶デバイス２３０は、ワイヤレス通信装置２０２に結合され得る。
例えば、スマート記憶デバイス２３０は、スマート記憶デバイス２３０から選択的に取り
外し可能であり、かつこれに挿入されるように構成され得る。これは、例えば、スマート
記憶デバイス２３０が異なるワイヤレス通信装置に結合されることを可能にする。従って
、スマート記憶デバイス２３０は、特定のワイヤレス通信装置２０２に固有の情報と比較
して、ネットワークの加入者に関連付けられた情報を記憶し得る。
【００４２】
　[0054]　図３は、図２のワイヤレス通信装置２０２に結合され得るスマート記憶デバイ
ス２３０の機能ブロック図である。スマート記憶デバイス２３０は、本書に記述される方
法の少なくとも一部を実現するように構成され得るデバイスの一例である。
【００４３】
　[0055]　スマート記憶デバイス２３０は、スマート記憶デバイス２３０の動作を制御す
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るプロセッサ３３２を含み得る。プロセッサ３３２はまた、中央処理装置（ＣＰＵ：cent
ral processing unit）、制御装置、または制御ユニット（control unit）とも呼ばれ得
る。メモリ３３４は、読取専用メモリ（ＲＯＭ）およびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ
）の両方を含み得、プロセッサ３３２に命令群およびデータを提供し得る。メモリ３３４
の一部はまた、非揮発性のランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッ
サ３３２は、メモリ３３４に記憶されるプログラム命令群に基づいて、算術演算および論
理演算（logical and arithmetic operations）を行う。メモリ３３４内の命令群は、本
書に記述される方法を実現するために実行可能であり得る。メモリ３３４および制御装置
３３２において命令群を使用するために、スマート記憶デバイスは、例えばジャバ（java
）または他のコンピュータプログラミング言語を使用して、様々な異なるアプリケーショ
ンを作動させるように構成され得る。
【００４４】
　[0056]　プロセッサ３３２は、１つ以上のプロセッサによって実現される処理システム
の１つのコンポーネントであったり、これを備えたりし得る。１つ以上のプロセッサは、
汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、
フィールドプログラマブルゲートアレー（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジックデバイス
（ＰＬＤ）、制御装置、ステートマシン、ゲーテッドロジック、離散ハードウェアコンポ
ーネント、専用ハードウェア有限ステートマシン、または、計算または他の情報操作を行
い得る他の任意の適切なエンティティの任意の組合せで実現され得る。処理システムはま
た、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る。命令群は、１つ以上のプロ
セッサによって実行されるときに、処理システムに、本書に記述される様々な機能を行わ
せる。
【００４５】
　[0057]　スマート記憶デバイス２３０のプロセッサ３３２によって行われる１つ以上の
機能は、スマート記憶デバイス２３０によって制御および管理される１つ以上のアプリケ
ーションとして説明され得る。別の言い方をすると、プロセッサ３３２は、スマート記憶
デバイス２３０によって提供される１つ以上のアプリケーションを作動させるように構成
され得る。例えば、１つ以上のアプリケーションは、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）を
含み得、これは、ワイヤレス通信ネットワーク１００をアクセスするための、および、ネ
ットワーク事業者の１つ以上の方針または優先権を管理するための、加入者識別および認
証のようなネットワークアクセス情報を管理し得る。加入者識別モジュール３３８が複数
のワイヤレス通信ネットワークに関する加入者情報を管理し得ることが、理解されるべき
である。加えて、他のアプリケーション３４２および３４４、例えばネットワークアクセ
スアプリケーション３４４は、スマート記憶デバイス２３０によって提供され得る。加入
者識別モジュール３３８は、ネットワークアクセスアプリケーションの一例である。加え
て、アプリケーションツールキット３４０が提供され得、これは、スマート記憶デバイス
２３０に提供される様々なアプリケーションの動作を管理する。例えば、アプリケーショ
ンツールキット３４０は、ワイヤレス通信装置２０２と通信し、およびワイヤレス通信装
置２０２に、およびこれを介してコマンドおよび情報を送信および受信するために、アプ
リケーションに１つ以上の機能を提供し得る。スマート記憶デバイス２３０は、さらに、
メモリ３３４に記憶され得るフォンブック情報を管理するフォンブックアプリケーション
（phonebook application）３４６を含み得る。
【００４６】
　[0058]　スマート記憶デバイス２３０に記憶されたデータは、ワイヤレス通信ネットワ
ーク１００においてネットワーク事業者エンティティから送信されるコマンドおよびメッ
セージを介して、更新および／または維持され得る。
【００４７】
　[0059]　図４は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ４００を示すダイヤグラムであり
、ここにおいて、スマート記憶デバイス２３０に結合されるワイヤレス通信装置２０２（
図２）は、いくつかの実施形態に従って動作し得る。ＬＴＥネットワークアーキテクチャ
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４００は、進化型パケットシステム（ＥＰＳ）４００と呼ばれ得る。ＥＰＳ４００は、１
つ以上のワイヤレス通信装置１０２、進化型ＵＭＴ地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－
ＵＴＲＡＮ）４０２、進化型パケットコア（ＥＰＣ）４１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳ
Ｓ）４０８、および事業者ＩＰサービス４２０を含み得る。ＥＰＳ４００は、他のアクセ
スネットワークと相互接続することができ、しかし、簡潔さのために、これらのエンティ
ティ／インターフェースは示されない。図示されるように、ＥＰＳ４００は、パケット交
換サービスを提供し、しかしながら、当業者が容易に理解し得るように、本開示全体に示
される様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワークにまで拡張され得る。
【００４８】
　[0060]　Ｅ－ＵＴＲＡＮ４０２は、進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）４０４および他のｅＮ
Ｂ４０６を含む。ｅＮＢ４０４は、ユーザおよび制御プレーンプロトコル端末を、ワイヤ
レス通信装置２０２に提供する。ｅＮＢ４０４は、バックホール（例えば、示されていな
いＸ２インターフェース）を介して他のｅＮＢ４０６に接続され得る。ｅＮＢ４０４は、
基地局、ベーストランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能
、ベーシックサービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、またはその他
いくつかの適切な専門用語でも呼ばれ得る。ｅＮＢ４０４は、ＵＥ１０２のためのＥＰＣ
４１０に、アクセスポイントを提供する。ワイヤレス通信装置２０２のいくつかの例は、
セルラー電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiati
on protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ：personal digital assistan
t）、衛星ラジオ、グローバルポジショニングシステム、マルチメディアデバイス、ビデ
オデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（例えばＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機
、またはその他任意の同様の機能を有するデバイスを含む。ワイヤレス通信装置２０２は
、当業者によって、移動局、加入者ステーション（subscriber station）、モバイルユニ
ット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、移動デバイス、ワイヤ
レスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセ
ス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェ
ント、モバイルクライアント、クライアント、またはその他いくつかの適切な専門用語で
も呼ばれ得る。
【００４９】
　[0061]　ｅＮＢ４０４は、ＥＰＣ４１０に、Ｓ１インターフェースによって接続される
。ＥＰＣ４１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）４１２、他のＭＭＥ４１６、
サービングゲートウェイ４１４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウ
ェイ４１８を含む。ＭＭＥ４１２は、ワイヤレス通信装置２０２およびＥＰＣ４１０の間
の信号伝達を処理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ４１２は、ベアラおよび接続管
理を提供する。全てのユーザＩＰパケットは、サービングゲートウェイ４１４を介して伝
送され、これ自体は、ＰＤＮゲートウェイ４１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ４１
８は、ＵＥ ＩＰアドレス割り当て、および他の機能を提供する。ＰＤＮゲートウェイ４
１８は、事業者のＩＰサービス４２０に接続される。事業者のＩＰサービス４２０は、イ
ンターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、およびＰ
Ｓストリーミングサービス（ＰＳＳ）を含み得る。図４が本書に記述される原則に従って
用いられ得るネットワークアーキテクチャの一例を提示していることと、他の無線アクセ
ス技術（例えば、ｃｄｍａ２０００など）に基づく他のネットワークアーキテクチャがさ
らに検討されることとが、留意される。
【００５０】
　[0062]　スマート記憶デバイス２３０は、上述されたように、ワイヤレス通信装置２０
２に結合される。ＥＰＣ４１０は、ワイヤレス通信装置２０２にサービスを提供するため
に、スマート記憶デバイス２３０におけるデータを使用し得る。例えば、ネットワークア
クセス情報は、ＥＰＣ４１０の加入者に関連付けられたスマート記憶デバイス２３０によ
って記憶され得る。上述されたように、ネットワークアクセス情報は、ワイヤレス通信装
置２０２よりむしろＥＰＣ４１０の加入者に固有のものであり得る。このように、スマー
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ト記憶デバイス２３０は、いくつかの異なるワイヤレス通信装置に結合され得、さらに、
スマート記憶デバイス２３０が結合される特定のワイヤレス通信装置２０２に関わらず、
加入者がＥＰＣ４００にアクセスすることを依然として可能にする。図４に示されるよう
に、ｅＮＢ４０４は、ワイヤレス通信装置２０２を介してスマート記憶デバイス２３０に
情報を送信し、およびこれから情報を受信し得る。この場合において、ワイヤレス通信装
置２０２は、ｅＮＢ４０２およびスマート記憶デバイス２３０の間の媒介として動作する
。いくつかの場合において、ｅＮＢ４０２およびスマート記憶デバイス２３０の間で送信
される情報は、ワイヤレス通信装置２０２がメッセージのコンテンツを判断することがで
きないように、暗号化される。このことは、確実な認証手順および他のネットワークアク
セス手順が、スマート記憶デバイス２３０およびネットワーク４００のみによって果たさ
れることを、可能にし得る。
【００５１】
　[0063]　スマート記憶デバイス２３０は、アプリケーションツールキット３４０を介し
、アプリケーションがこれらアプリケーションによって要求される機能をサポートし得る
ワイヤレス通信装置２０２と対話および動作する機能を提供する。一態様では、アプリケ
ーションツールキットは、「先行（proactive）」コマンドを提供し得、ここにおいて、
スマート記憶デバイス２３０は、ワイヤレス通信装置２０２によって果たされる動作を開
始し得る。
【００５２】
　[0064]　図５は、いくつかの実施形態に従い、スマート記憶デバイス２３０からワイヤ
レス通信装置２０２にコマンドを送信するための例示的な通信フロー５００を示すコール
フロー図である。コマンドは、テキストを表示し、音声を再生し、メッセージを送信し、
コールをセットアップすることなどを、ワイヤレス通信装置２０２に要求し得る。コール
５０２では、ワイヤレス通信装置２０２は、スマート記憶デバイス２３０にデータパケッ
トユニットを送信する。コール５０４では、スマート記憶デバイス２３０からのコマンド
が利用可能であることのインジケーションとともに、データパケットユニットに応答を送
信する。コール５０６では、ワイヤレス通信装置２０２は、スマート記憶デバイス２３０
からの利用可能なコマンドをフェッチするようにコマンドを送信する。これに応答して、
コール５０８では、スマート記憶デバイス２３０は、ワイヤレス通信装置２０２にコマン
ドを送信する。ワイヤレス通信装置２０２がコマンドを行うことが可能である場合、コマ
ンドが行われた、または行われるであろうことを示す応答が、コール５１０において、ス
マート記憶デバイス２３０に送信される。
【００５３】
　[0065]　スマート記憶デバイス２３０によってワイヤレス通信装置２０２に、アプリケ
ーションツールキット３４０を介して提供され得るコマンドの１つのタイプは、「リフレ
ッシュ」コマンドである。リフレッシュコマンドは、発生されたスマート記憶デバイス２
３０上の変更をワイヤレス通信装置２０２に通知するために使用され得る。これに応答し
て、ワイヤレス通信装置２０２は、更新されたデータをスマート記憶デバイス２３０から
取得するように、またはそうでなければ、更新された構成を与えられたスマート記憶デバ
イス２３０と対話するようにプロセスを初期化する。例えば、ＵＩＣＣ構成またはその他
任意のタイプのネットワークアクセス情報における変更は、ネットワークアクセスアプリ
ケーション３４４などのアプリケーションの動作の結果として発生されたものであり得る
。ワイヤレス通信装置２０２は、ネットワークの複数の異なるエリア間で移動するときの
ネットワーク内の通信を改善するために、または、ネットワーク内でサービスにアクセス
するために、この更新されたネットワークアクセス情報を使用する必要があり得る。リフ
レッシュコマンドを受信するときに、ワイヤレス通信装置２０２は、ＵＩＣＣ構成におけ
る変更のような、更新されたネットワークアクセス情報に基づくコマンドによって示され
るようないくつかの動作のうちの１つを行い得る。例えば、ワイヤレス通信装置２０２は
、ネットワークアクセスアプリケーションの初期化を行うこと、スマート記憶デバイス２
３０によって記憶されるファイル内における更新された情報によってファイルのイメージ
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を更新すること、各々のアプリケーションの終了を伴い得るスマート記憶デバイス２３０
をリセットすること、ネットワークアクセスアプリケーションセッションをリセットする
ことなどを要求され得る。
【００５４】
　[0066]　ワイヤレス通信装置２０２がリフレッシュコマンドを受信した時点で、ワイヤ
レス通信装置２０２がビジー状態であり得る。例えば、ワイヤレス通信装置２０２は、機
能を行っている状態であり得、ここにおいてリフレッシュコマンドを行うことが、現在の
ユーザ動作に干渉し得る。例えば、ワイヤレス通信装置２０２は、データコール、音声コ
ール上にあるか、または、ユーザによって積極的に使用され得る。ワイヤレス通信装置２
０２がビジー状態である場合、ワイヤレス通信装置２０２は、「ビジー」状態と、スマー
ト記憶デバイス２３０がのちにリフレッシュコマンドの送信を再試行し得ることとを示す
応答を送信し得る。
【００５５】
　[0067]　図６は、一実施形態に従い、ワイヤレス通信装置２０２がビジー状態である時
に、スマート記憶デバイス２３０からワイヤレス通信装置２０２にリフレッシュコマンド
を送信するための例示的な通信フロー６００を示すコールフロー図である。通信フロー６
００は、ワイヤレス通信装置２０２が、リフレッシュコマンドが係属中である長期間の間
に現在のユーザ動作に干渉し得る状態で動作するというシナリオに対応し得る。例えば、
加入者は、いくつかの場合において、日中のほとんどの間、または常に、データコールに
おいて占有された状態（occupied on data calls）であり得る。図６のコール６０２、６
０４、および６０６は、図５のコール５０２、５０４、および５０６に対応しており、こ
こにおいて、スマート記憶デバイス２３０は、コマンドが係属中でありワイヤレス通信装
置２０２がコマンドの送信を要求することを、ワイヤレス通信装置２０２に通知する。
【００５６】
　[0068]　コール６０８で、スマート記憶デバイス２３０は、ワイヤレス通信装置２０２
にリフレッシュコマンドを送信する。ワイヤレス通信装置２０２は、いくつかの他の動作
によりリフレッシュを行うことが可能でないことを検出する。コール６１０で、ワイヤレ
ス通信装置２０２は、ワイヤレス通信装置２０２がビジー状態であることのインジケータ
を有する応答を送信する。いくらか後の時点で、スマート記憶デバイス２３０は再試行し
、コール６１２でスマート記憶デバイス２３０はワイヤレス通信装置２０２に第２のリフ
レッシュコマンドを送信する。ワイヤレス通信装置２０２は、それがビジーであることを
再び検出し得、コール６１４で、「ビジー」のインジケーションを有する応答をスマート
記憶デバイス２３０に送信する。いくらか後の時点で、スマート記憶デバイス２３０は再
試行し、コール６１６でスマート記憶デバイス２３０はワイヤレス通信装置２０２に第３
のリフレッシュコマンドを送信する。再び、ワイヤレス通信装置２０２はそれがビジーで
あることを検出し得、コール６１８で「ビジー」のインジケーションを有する別の応答を
送信し得る。
【００５７】
　[0069]　このプロセスは、ワイヤレス通信装置２０２がビジー状態であり続ける限り続
行し得、従って、スマート記憶デバイス２３０による後続の再試行は、失敗し続け得る。
この再試行プロセスは、潜在的に続行し、継続して、および／またはほぼ無制限に、続行
することができ、「無限のリフレッシュ問題（infinite refresh problem）」とも呼ばれ
得る。この状況は、いくつかの場合において質の悪いユーザエクスペリエンスをもたらし
得る。例えば、公衆地上移動体ネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mobile network）
ファイルまたはスマート記憶デバイス２３０によって維持される他のネットワーク構成フ
ァイルは、ネットワークにわたって加入者が移動することにつれて更新され得る。ワイヤ
レス通信装置２０２は、通信を改良するために、スマート記憶デバイス２３０からの更新
を必要とし得、更新されたファイルを取得するために、リフレッシュコマンドを行うこと
を必要とし得る。ユーザがネットワークの異なる部分にわたって移動しており、しかしワ
イヤレス通信装置２０２が期限切れのＰＬＭＮファイルからの古い値を使用し続けている
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場合、ユーザは、質の悪いネットワークの接続性を経験し得る。最終的に、リフレッシュ
コマンドが、ユーザがデータコールを使用することを停止するとき、または、ワイヤレス
通信装置２０２がリセットされるときに、更新を行うように、ワイヤレス通信装置２０２
をトリガすることに、成功し得る。しかしながら、これは、長期間の間行われ得ず、ネッ
トワーク内の質の悪い性能をもたらし得る。
【００５８】
　[0070]　このように、本書に記述されるいくつかの実施形態の特定の態様は、リフレッ
シュコマンドがワイヤレス通信装置２０２によって行われることに失敗するというシナリ
オを回避することを意図するものである。例えば、一態様で、データはリフレッシュコマ
ンドメッセージに含まれ得、それはリフレッシュコマンドに基づいて更新を行うことが移
動端末によって行われる動作に関わらず必要とされることをワイヤレス通信装置２０２に
示す。別の言い方をすると、リフレッシュコマンドは、このような条件下で、リフレッシ
ュコマンドがたとえユーザ動作を混乱させても移動端末によって実行されることになるこ
とをオプションで示し得る。例えば、新しいフィールドがリフレッシュコマンドにおいて
提供され得、これはワイヤレス通信装置２０２がワイヤレス通信装置２０２の現在の動作
に関わらずリフレッシュを行うように要求される１つ以上の条件を規定し得る。例えば、
端末が、ユーザ入力によるメニューのナビゲートにおけるビジー状態（busy navigating 
menus）、データコールにおけるビジー状態、音声コールにおけるビジー状態、任意のタ
イプのコールにおけるビジー状態のうちの少なくとも１つである場合、リフレッシュを行
うことをワイヤレス通信装置２０２に「強制（force）」すること、全ての場合において
リフレッシュを「強制（force）」することなどを値が示し得る。１つ以上の他の条件が
リフレッシュコマンドにおいてさらに提供され、どのようにワイヤレス通信装置２０２が
与えられたリフレッシュ要求に応答してワイヤレス通信装置２０２の現在の動作をすべき
であるかを決定するようにし得る。
【００５９】
　[0071]　図７は、一実施形態に従い、リフレッシュを強制するためのインジケータとと
もに、スマート記憶デバイス２３０からワイヤレス通信装置２０２にリフレッシュコマン
ドを送信するための例示的な通信フロー７００を示すコールフロー図である。コール７０
２では、いくつかの点において、無線アクセスネットワーク４０２（例えば、ＥＰＣ４１
０から生じ得る、または、Ｅ－ＥＴＲＡＮ４０２内の、エンティティ）は、スマート記憶
デバイス２３０によって維持されるいくつかのネットワークアクセス情報の更新によって
、ワイヤレス通信装置２０２にメッセージを送信し得る。一実施形態において、スマート
記憶デバイス２３０のためのデータは、ワイヤレス通信装置２０２がメッセージのコンテ
ンツを判断することができないように暗号化され得る。コール７０４で、ワイヤレス通信
装置２０２は、ネットワークアクセス情報を更新するためにスマート記憶デバイス２３０
にコマンドを送信し、応答として、スマート記憶デバイス２３０は情報を更新する。スマ
ート記憶デバイス２３０上でネットワークアクセス情報を更新するコール７０２および７
０４が例であることが理解されるべきである。ネットワークアクセス情報の更新は、他の
メカニズム、および通信フロー、またはその他任意のタイプのネットワークアクセスアプ
リケーション動作を介して生じ得る。
【００６０】
　[0072]　更新されるネットワークアクセス情報は、スマート記憶デバイス２３０をトリ
ガして、ワイヤレス通信装置２０２が更新されたデータを認識するまたは作動する必要が
あり得ることを決定させる。このように、スマート記憶デバイス２３０は、リフレッシュ
コマンドがワイヤレス通信装置２０２に送信されるべきであることを決定する。コール７
０６で、データパケットユニットは、ワイヤレス通信装置２０２からスマート記憶デバイ
ス２３０に送信される。ブロック７０８で、スマート記憶デバイス２３０は、係属中の利
用可能なコマンドがあることのインジケーションを伴ってワイヤレス通信装置２０２に応
答を送信する。ブロック７１０で、ワイヤレス通信装置２０２は、係属中のコマンドをフ
ェッチするために、スマート記憶デバイス２３０にメッセージを送信する。ブロック７１
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２では、スマート記憶デバイス２３０は、リフレッシュコマンドメッセージを送信する。
リフレッシュコマンドメッセージはまた、ワイヤレス通信装置２０２が現在の動作の動作
（operation of a current operation）を保留して、リフレッシュコマンドを実行して１
つ以上の条件下で任意の更新された情報を取得するためのプロセスを行うことを、要求す
るインジケータを含む。
【００６１】
　[0073]　上述されたように、スマート記憶デバイス２３０がワイヤレス通信装置２０２
に、現在の動作に関わらずリフレッシュを行うすることを「強制（force）」する１つ以
上の条件は、様々な異なる動作シナリオに対応し得る。例えば、１つ以上の条件は、スマ
ート記憶デバイス２３０による再試行の回数がしきい値を超えたときに、リフレッシュを
「強制すること（forcing）」に対応し得る。加えて、１つ以上の条件は、ワイヤレス通
信装置２０２においてアクティブであるコールの１つのタイプに基づくか、いくつかの基
準に基づき得る。例えば、上に示されるように、１つ以上の条件は、端末が、ユーザ入力
によるメニューのナビゲートにおけるビジー状態、データコールにおけるビジー状態、音
声コールにおけるビジー状態、任意のタイプのコールにおけるビジー状態のうちの少なく
とも１つである場合、ワイヤレス通信装置２０２にリフレッシュを行うことを「強制する
（forcing）」こと、全ての場合においてリフレッシュを「強制する（force）」ことなど
に、対応し得る。一実施形態で、１つ以上の条件は、上述された条件のように、リフレッ
シュコマンドが受信されたときに、ワイヤレス通信装置２０２がワイヤレス通信装置２０
２において進行中の現在の動作のタイプに関わらず更新を行うことであり得る。
【００６２】
　[0074]　１つ以上の条件が満たされると、コール７１４では、ワイヤレス通信装置２０
２は、更新が行われた、または行われるであろうことを示す応答を、スマート記憶デバイ
ス２３０に送信する。コール７１６では、リフレッシュ手順および通信が交換される。コ
ール７１８では、ワイヤレス通信装置２０２および無線アクセスネットワーク４０２が、
更新された情報を使用して通信する。
【００６３】
　[0075]　他の実施形態で、リフレッシュコマンドは、ワイヤレス通信装置２０２が現在
の動作に干渉し、ユーザからの入力を取得して、進行中のコールに関係なくユーザが同意
すればリフレッシュを強制することのインジケーションを伴って送信される。
【００６４】
　[0076]　他の実施形態では、スマート記憶デバイス２３０がワイヤレス通信装置２０２
において進行中の全てのアクティブコールに関する情報を要求するリフレッシュコマンド
が、規定され得る。ワイヤレス通信装置２０２からの応答は、電話番号およびＩＰアドレ
スと共にアクティブコール（例えば、音声およびデータ）のリストを含み得る。このデー
タの受信時に、このような情報は、上述されたようなリフレッシュを「強制する（forcin
g）」ための１つ以上の条件を決定するために、スマート記憶デバイス２３０によって使
用され得る。例えば、スマート記憶デバイス２３０は、現在のアクティブコールの優先レ
ベルを決定し、優先度がいくつかのしきい値を下回る場合にリフレッシュコマンドを強制
するかどうかを決定し得る。より具体的には、一実施形態では、スマート記憶デバイス２
３０が、データコールのみが進行中であることを示す情報を受信した場合に、スマート記
憶デバイス２３０は、ワイヤレス通信装置２０２に、リフレッシュを行うことを「強制（
force）」し得る。これに対して、アクティブコールが音声コールである場合に、スマー
ト記憶デバイス２３０は、この音声コールがリフレッシュコマンドに優先し得ることを示
し得る。
【００６５】
　[0077]　リフレッシュコマンドは、１つ以上のフィールドを有するデータパケットユニ
ットの一部として送信され得る。例えば、コマンドは、コマンドのタイプが「リフレッシ
ュ（refresh）」であることを示すコマンドタグを含み得る。フィールドは、さらに、ワ
イヤレス通信装置２０２が他の情報フィールドに加えてリフレッシュコマンドに応答して
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行うことを要求される動作のタイプを示す他のタイプのフィールドを含み得る。これらの
フィールドは、長さ、１つ以上のコマンドの詳細、デバイス識別子、ファイル識別情報、
および（例えば、データが更新されている特定のネットワークアクセスアプリケーション
を識別する）他の識別子を含み得る。一実施形態では、追加のフィールド、「リフレッシ
ュの強制（enforce refresh）」がまた、ワイヤレス通信装置２０２によってリフレッシ
ュを強制することを規定し得る。例えば、リフレッシュを強制するフィールドは、タグ（
例えば、リフレッシュが強制されていないことを示す「０」、または、リフレッシュが強
制されていることを示す「１」の値）を含む１以上のバイトを有し得る。リフレッシュを
強制するフィールドはまた、リフレッシュが強制されている１つ以上の条件を示すために
使用されるリフレッシュ強制値（enforce refresh value）を含み得る。別の言い方をす
ると、このフィールドは、たとえコマンドを行うことが現在のユーザ動作を混乱させても
ワイヤレス通信装置２０２がリフレッシュコマンドを続行する１つ以上の条件を、示し得
る。条件がどのように通信され得るかについての１つの可能な例として、リフレッシュ強
制値は、以下のように通信され得る。　
「００」＝ワイヤレス通信装置２０２がメニューのナビゲートにおいてビジー状態である
場合にリフレッシュを強制する、　
「０１」＝ワイヤレス通信装置２０２がデータコールにおいてビジー状態である場合にリ
フレッシュを強制する、　
「０２」＝ワイヤレス通信装置２０２が音声コールにおいてビジー状態である場合にリフ
レッシュを強制する、　
「０３」＝ワイヤレス通信装置２０２が任意のコールにおいてビジー状態である場合にリ
フレッシュを強制する、　
「ＦＦ」＝いかなる場合においてもリフレッシュを強制する。
【００６６】
　[0078]　様々な他の条件もまた特定され得、リフレッシュを強制することをワイヤレス
通信装置２０２に伝えるための他の方法、すなわち、リフレッシュが強制される１つ以上
の条件があり得ることが、理解されるべきである。
【００６７】
　[0079]　図８は、一実施形態に従い、ワイヤレス通信装置２０２にリフレッシュコマン
ドを送信するための例示的な方法８００の実施のフローチャートである。一態様では、方
法８００は、スマート記憶デバイス２３０によって実現され得る。方法８００が、スマー
ト記憶デバイス２３０の複数の要素について以下に記述されるが、当業者であれば、本書
に記述される１つ以上のブロックを実現するために他のコンポーネントが使用され得るこ
とを理解するはずである。
【００６８】
　[0080]　ブロック８０２では、ネットワークアクセス情報が、スマート記憶デバイス２
３０のメモリ３３４に記憶される。ネットワークアクセス情報は、ワイヤレス通信ネット
ワーク１００のサービスにアクセスするためのものであり得る。ブロック８０４で、スマ
ート記憶デバイス２３０は、スマート記憶デバイス２３０によって記憶されるネットワー
クアクセス情報に対する更新をワイヤレス通信装置２０２に通知するデータを有するメッ
セージをワイヤレス通信装置２０２に送信する。このメッセージのデータは、さらに、１
つ以上の条件に基づいて、ワイヤレス通信装置２０２がワイヤレス通信装置２０２のアク
ティブな動作を保留し、ワイヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始するコ
マンドを含む。ワイヤレス通信装置２０２による情報の更新は、更新されるネットワーク
アクセス情報の少なくとも一部に基づく。１つ以上の条件は、上述されたような条件のう
ちのいずれかに対応し得る。
【００６９】
　[0081]　図９は、一実施形態に従い、スマート記憶デバイス２３０から受信されるリフ
レッシュコマンドを処理するための例示的な方法９００の実施のフローチャートである。
一態様では、方法９００は、ワイヤレス通信装置２０２によって実現され得る。方法９０
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０が、ワイヤレス通信装置２０２の複数の要素について以下に記述されるが、当業者であ
れば、本書に記述される１つ以上のブロックを実現するために他のコンポーネントが使用
され得ることを理解するはずである。
【００７０】
　[0082]　ブロック９０２では、リフレッシュコマンドがスマート記憶デバイス２３０か
ら受信され、これはスマート記憶デバイス２３０に記憶されるネットワークアクセス情報
に対する更新を示す。メッセージは、リフレッシュコマンドを行うための１つ以上の条件
を有するインジケータを含む。１つ以上の条件は、例えば、ワイヤレス通信装置２０２の
他の現在の動作またはアクティブコールのタイプに基づく、上述された条件のうちのいず
れかを含み得る。決定ブロック９０４では、ワイヤレス通信装置２０２が、１つ以上の条
件が満たされているかどうかを決定する。１つ以上の条件が満たされている場合、ブロッ
ク９０６では、ワイヤレス通信装置２０２が、ワイヤレス通信装置２０２の現在の動作を
保留し、ブロック９０８において、リフレッシュコマンドを実施する。ブロック９１０で
は、ワイヤレス通信装置２０２は、リフレッシュコマンドが成功裏に処理されたことを示
すメッセージを、スマート記憶デバイス２３０に送信する。１つ以上の条件が満たされて
おらず、ワイヤレス通信装置２０２がビジー状態である場合、ワイヤレス通信装置２０２
は、次の再試行が必要であり得ることをスマート記憶デバイス２３０に許可する（let）
ために、「ビジー状態（busy）」のインジケータを有する応答をスマート記憶デバイス２
３０に送信する。
【００７１】
　[0083]　図１０は、一実施形態に従い、スマート記憶デバイスと対話するための例示的
な方法１０００の実施のフローチャートである。一態様では、方法１０００は、ワイヤレ
ス通信装置２０２によって実現され得る。方法１０００は、ワイヤレス通信装置２０２の
複数の要素について以下に記述されるが、当業者であれば、本書に記述される１つ以上の
ブロックを実現するために他のコンポーネントが使用され得ることを理解するはずである
。
【００７２】
　[0084]　ブロック１００２では、スマート記憶デバイス２３０からワイヤレス通信装置
２０２によって受信されるメッセージに基づいて、情報が、ワイヤレス通信装置２０２に
おいて記憶される。ブロック１００４では、メッセージが、スマート記憶デバイス２３０
から受信される。このメッセージは、スマート記憶デバイス２３０によって記憶されるワ
イヤレス通信ネットワークのサービスにアクセスするためのネットワークアクセス情報に
対する更新をワイヤレス通信装置２０２に通知するデータを含む。このデータは、さらに
、１つ以上の条件に基づいて、ワイヤレス通信装置２０２がワイヤレス通信装置２０２の
アクティブな動作を保留し、情報の更新を開始するコマンドを含む。情報の更新は、更新
されるネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく。
【００７３】
　[0085]　図１１は、いくつかの実施形態に従い、ワイヤレス通信装置２０２と結合され
得る他の例示的な装置１１００の機能ブロック図である。当業者であれば、装置１１００
がより多くのコンポーネント、例えば、図３に示される１つ以上のコンポーネントのうち
のいずれか１つ以上、を有し得ることを理解するだろう。示される装置１１００は、特定
の実施形態のいくつかの優れた特徴を説明するために有用なコンポーネントのみを含む。
装置１１００は、ネットワークアクセス情報を記憶するように構成されるメモリ１１０２
を含む。いくつかの場合において、記憶するための手段が、メモリ１１０２を含み得る。
メモリ１１０２は、図８のブロック８０２に関して上述された機能のうちの１つ以上を行
うするように構成され得る。装置１１００は、さらに、通信モジュール１１０６を含む。
通信モジュール１１０６はワイヤレス通信装置２０２にコマンドを送信するように構成さ
れ得る。通信モジュール１１０６は、図８のブロック８０４に関して上述された機能のう
ちの１つ以上を行うように構成され得る。一態様では、メッセージを送信するための手段
が通信モジュール１１０６を含み得る。装置１１００は、さらに、コマンド生成モジュー
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ル１１０４を含む。コマンド生成モジュール１１０４は、一態様で、リフレッシュコマン
ドを生成するように構成され得る。一態様では、コマンド生成モジュールがプロセッサ３
３２を含み得る。一態様では、コマンドを生成するための手段がコマンド生成モジュール
１１０４を含み得る。
【００７４】
　[0086]　図１２は、一実施形態に従い、スマート記憶デバイス２３０に結合され得る他
の例示的な装置１２００の機能ブロック図である。当業者であれば、装置１２００がより
多くのコンポーネント、例えば、図２に示されるコンポーネントのうちのいずれか１つ以
上、を有し得ることを理解するだろう。図示される装置１２００は、特定の実施形態のい
くつかの優れた特徴を説明するために有用なコンポーネントのみを含む。装置１２００は
、スマート記憶デバイス２３０から受信されるメッセージに基づいて情報を記憶するよう
に構成されるメモリ１２０２を含む。いくつかの場合において、記憶するための手段はメ
モリ１２０２を含み得る。メモリ１２０２は、図１０のブロック１００２に関して上述さ
れた機能のうちの１つ以上を行うように構成され得る。装置１２００は、さらに、通信お
よび制御モジュール１２０６を含む。通信および制御モジュール１２０６は、スマート記
憶デバイス２３０からのコマンドによってメッセージを受信するように構成され得る。通
信および制御モジュール１２０６は、図１０のブロック１００４に関して上述された機能
のうちの１つ以上を行うように構成され得る。一態様では、メッセージを受信するための
手段が、通信および制御モジュール１２０６を含み得る。
【００７５】
　[0087]　ソフトウェアにおいて実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体におい
て１つ以上の命令群またはコードとして、記憶され得るか、送信され得る。本書に記述さ
れるアルゴリズムまたは方法の複数のステップは、コンピュータ可読媒体に存在し得るプ
ロセッサ実行可能ソフトウェアモジュールにおいて実現され得る。コンピュータ可読媒体
は、１つの場所から他の場所へのコンピュータプログラムを移動するために使用可能であ
ることができる任意の媒体を含む、通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む。
記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の使用可能な媒体であり得る。
限定ではなく例の目的で、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶
装置、または他の磁気記憶デバイス、または、コマンドまたはデータ構造の形態で所望の
プログラムコードを記憶するために使用され得、およびコンピュータによってアクセスさ
れ得るその他任意の媒体を含み得る。また、任意の接続が、コンピュータ可読媒体と適切
に称されることができる。本書で使用されるようなディスク（disk）およびディスク（di
sc）は、コンパクトディスク（ＣＤ)、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デ
ジタル多用途ディスク（ＤＶＤ)、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイ
ディスク（登録商標）を含み、ディスク（disk）は通例磁気的にデータを再生し、これに
対してディスク（disc）は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せは
また、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。さらに、方法またはアルゴ
リズムの動作は、機械可読媒体およびコンピュータ可読媒体における命令群およびコード
のセット、またはこれらのうちの１つまたはこれらの任意の組合せとして存在し得、コン
ピュータプログラム製品に組み込まれ得る。
【００７６】
　[0088]　さらに、上述された方法およびシステムによって示されるように、本書での教
示は、少なくとも１つの他のノードと通信するための様々なコンポーネントを使用するノ
ード（例えば、デバイス）に組み込まれ得る。図１３は、いくつかの実施形態に従って、
ノード間の通信を容易にするために使用され得るいくつかのサンプルコンポーネントを示
す。特に、図１３は、多入力他出力（ＭＩＭＯ）システム１３００の第１のワイヤレスデ
バイス１３１０（例えば、アクセスポイント）および第２のワイヤレスデバイス１３５０
（例えば、アクセス端末）の簡易化されたブロック図である。第１のデバイス１３１０に
おいて、複数のデータストリームに関わるトラヒックデータが、データソース１３１２か
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ら送信（ＴＸ）データプロセッサ１３１４に提供される。
【００７７】
　[0089]　いくつかの態様では、各データストリームは、それぞれの送信アンテナを介し
て送信される。ＴＸデータプロセッサ１３１４は、符号化されたデータを提供するために
データストリームに対して選択された特定の符号化スキームに基づいて、各データストリ
ームに関わるトラヒックデータをフォーマット化、符号化、およびインターリーブする。
【００７８】
　[0090]　各データストリームに関わる符号化されたデータは、ＯＦＤＭ技術を使用して
パイロットデータによって多重化され得る。パイロットデータは、典型的に、周知の方法
で処理される周知のデータパターンであり、チャネル応答を推定するために、受信機シス
テムにおいて使用され得る。各データストリームに関わる符号化されたデータおよび多重
化されたパイロットは、データストリームに対して選択された特定の変調スキーム（例え
ば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ、または、Ｍ－ＱＡＭ）に基づいて変調され（例え
ば、シンボルマッピングされ）、変調シンボルを提供する。各データストリームに関わる
データ転送速度、符号化、変調は、プロセッサ１３３０によって行われる命令群によって
決定され得る。データメモリ１３３２は、プログラムコード、データ、および、プロセッ
サ１３３０またはデバイス１３１０の他のコンポーネントによって使用される他の情報を
記憶し得る。
【００７９】
　[0091]　全てのデータストリームに関わる変調シンボルは、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ
１３２０に提供され、これは、さらに、（例えば、ＯＦＤＭに関して、）変調信号を処理
し得る。ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ１３２０は、ＮＴトランシーバ（ＸＣＶＲ）１３２２
Ａ乃至１３２２Ｔに、ＮＴ変調シンボルストリームを提供する。いくつかの態様では、Ｔ
Ｘ ＭＩＭＯプロセッサ１３２０は、データストリームのシンボルに、および、シンボル
が送信されているアンテナにビームフォーミングの重み（beam-forming weight）を適用
する。
【００８０】
　[0092]　各トランシーバ１３２２は、１つ以上のアナログ信号を提供するためのそれぞ
れのシンボルストリームを受信および処理し、さらに、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に
適した変調信号を提供するために、そのアナログ信号を調整（例えば、増幅、フィルタリ
ング、およびアップコンバート）する。トランシーバ１３２２Ａ乃至１３２２ＴからのＮ

Ｔ変調信号は、それぞれＮＴアンテナ１３２４Ａ乃至１３２４Ｔから送信される。
【００８１】
　[0093]　第２のデバイス１３５０では、送信された変調信号は、ＮＲアンテナ１３５２
Ａ乃至１３５２Ｒによって受信され、各アンテナ１３５２から受信された信号は、それぞ
れのトランシーバ（ＸＣＶＲ）１３５４Ａ乃至１３５４Ｒに提供される。各トランシーバ
１３５４は、それぞれの受信された信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、および
ダウンコンバート）し、調整された信号をデジタル化してサンプルを提供し、さらに、サ
ンプルを処理して、対応する「受信された（received）」シンボルストリームを提供する
。
【００８２】
　[0094]　受信（ＲＸ）データプロセッサ１３６０は、特定の受信機の処理技術に基づい
て、ＮＲトランシーバ１３５４からＮＲ受信シンボルストリームを受信および処理し、Ｎ

Ｔ「検出（detected）」シンボルストリームを提供する。ＲＸデータプロセッサ１３６０
は、各検出されたシンボルストリームを復調、デインターリーブ、および復号して、デー
タストリームに関わるトラヒックデータを回復する。ＲＸデータプロセッサ１３６０によ
る処理は、デバイス１３１０におけるＴＸデータプロセッサ１３１４およびＴＸ ＭＩＭ
Ｏプロセッサ１３２０によって行われる処理を補完するものである。
【００８３】
　[0095]　プロセッサ１３７０は、（以下に論じられる）どのプリコーディングマトリッ
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クス（pre-coding matrix）が使用されるかを周期的に決定する。プロセッサ１３７０は
、マトリックスインデックス部分（matrix index portion）とランク値部分（rank value
 portion）とを備える逆方向リンクメッセージを定式化（formulate）する。データメモ
リ１３７２は、プログラムコード、データ、および、プロセッサ１３７０または第２のデ
バイス１３５０の他のコンポーネントによって使用される他の情報を記憶し得る。
【００８４】
　[0096]　逆方向リンクメッセージは、受信されたデータストリームおよび／または通信
リンクに関わる様々なタイプの情報を備え得る。逆方向リンクメッセージは、ＴＸデータ
プロセッサ１３３８によって処理され、これはまた、データソース１３３６から複数のデ
ータストリームに関わるトラヒックデータを受信し、それは、変調器１３８０によって変
調され、トランシーバ、１３５４Ａ乃至１３５４Ｒによって調整され、およびデバイス１
３１０に戻るように送信される。
【００８５】
　[0097]　デバイス１３１０において、第２のデバイス１３５０からの変調された信号は
、アンテナ１３２４によって受信され、トランシーバ１３２２によって調整され、復調器
（ＤＥＭＯＤ）１３４０によって復調され、および、ＲＸデータプロセッサ１３４２によ
って処理されて、第２のデバイス１３５０によって送信される逆方向リンクメッセージを
抽出する。プロセッサ１３３０は、ビームフォーミングの重みを決定するためにどのプリ
コーディングマトリックスを使用するべきかを決定し、そして抽出されたメッセージを処
理する。
【００８６】
　[0098]　図１３はまた、通信コンポーネントが本書で教示されるようにアクセス制御動
作を行う１つ以上のコンポーネントを含み得ることを、示す。例えば、アクセス制御コン
ポーネント１３９０は、本書に教示されるように、他のデバイス（例えばデバイス１３５
０）へ／から信号を送信／受信するために、プロセッサ１３３０および／またはデバイス
１３１０の他のコンポーネントと協動し得る。同様に、アクセス制御コンポーネント１３
９２は、他のデバイス（例えばデバイス１３１０）へ／から信号を送信／受信するために
、プロセッサ１３７０および／またはデバイス１３５０の他のコンポーネント１３５０と
協動し得る。各デバイス１３１０および１３５０に関して、説明されたコンポーネントの
うちの２つ以上の機能が、単一のコンポーネントによって提供され得ることが、理解され
るべきである。例えば、単一の処理コンポーネントは、プロセッサ１３３０およびアクセ
ス制御コンポーネント１３９０の機能を提供し得、および、単一の処理コンポーネントは
、プロセッサ１３７０およびアクセス制御コンポーネント１３９２の機能を提供し得る。
さらに、図２または３を参照して説明された装置１３００のコンポーネントが、図１３の
コンポーネントと一体され得／これらのコンポーネントに組み込まれ得る。
【００８７】
　[0099]　本書において「第１」、「第２」などの称号を使用して要素を言及することは
、いずれも、一般に、これら要素の順番または数量を限定しない、ということが理解され
るべきである。むしろ、これらの称号は、２つ以上の要素、または１つの要素の複数のイ
ンスタンスを区別する便利な方法として、本書では使用され得る。このため、第１および
第２の要素の言及は、２つの要素のみが使用され得ること、または第１の要素がいくつか
の方法で第２の要素に先行しなければならないことを、意味するのではない。また、要素
のセットは、そうではないと述べられない限り、１つ以上の要素を含み得る。
【００８８】
　[0100]　本分野の当業者であれば、情報および信号が、様々な異なる技術および技法の
何れかを使用して示され得ることを理解するだろう。例えば、上記の説明にわたって参照
され得るデータ、命令群、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、
電圧、電流、電磁波、磁界または磁気粒子、光場または光学粒子、またはこれらの任意の
組合せによって示され得る。
【００８９】
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　[0101]　さらに、本書に開示される態様に関連して説明される、様々な実例となる論理
ブロック、モジュール、プロセッサ、手段、回路、およびアルゴリズムステップの何れも
、電子機器（例えば、デジタル実装、アナログ実装、またはこれら２つの組合せであり、
これらは、情報源符号化（source coding）またはその他の技術を使用して設計され得る
）、命令群を組み込んでいる設計コードまたはプログラム様々な形態（それは、便宜上「
ソフトウェア」または「ソフトウェアモジュール」として本書では呼ばれ得る）、または
これら両方の組合せとして、実装され得ることを、本分野の当業者であれば理解するだろ
う。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な
コンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一般にこれら機能の
観点で、上に説明されている。このような機能がハードウェアとして実現されるか、また
はソフトウェアとして実現されるかは、システム全体に課せられた設計制約および特定の
アプリケーションに依存する。精通した当業者は、各特定のアプリケーションのために様
々な方法で開示された機能を実現し得るが、このような実現の決定は、本開示の範囲から
の逸脱を招くとして解釈されるべきではない。
【００９０】
　[0102]　本書で開示されるいくつかの態様に関連して、および、図１乃至１１に関連し
て説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回路は、集積回路（ＩＣ
）、アクセス端末、またはアクセスポイント内で実装され得、またはこれらによって行わ
れ得る。ＩＣは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレー（ＦＰＧＡ）または他のプ
ログラマブルロジックデバイス、離散ゲート、またはトランジスタロジック、離散ハード
ウェアコンポーネント、電気的コンポーネント、光学的コンポーネント、機械的コンポー
ネント、または、本書に記述された機能を行うように設計されたこれら任意の組合せを含
み得、ＩＣ内、ＩＣ外、またはこれら両方に存在する命令群またはコードを実行し得る。
論理的ブロック、モジュール、および回路は、ネットワーク内またはデバイス内の様々な
コンポーネントと通信するために、アンテナおよび／またはトランシーバを含み得る。汎
用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、選択的にプロセッサは、任意の従来
のプロセッサ、制御装置、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プ
ロセッサはまた、複数のコンピューティングデバイスの組合せ、例えば、ＤＳＰおよびマ
イクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結されている１
つ以上のマイクロプロセッサ、またはその他任意のこのような構成として実現され得る。
モジュールの機能は、本書に教示されるように、その他の方法で実現され得る。（例えば
、添付の図の１つ以上に関して）本書に記述される機能は、いくつかの態様では、同様に
指定された、添付の請求項における「ミーンズフォー（means for）」機能に対応し得る
。
【００９１】
　[0103]　開示されたプロセスのステップの任意の特定の順番または優先度が、サンプル
としてのアプローチの一例であることが、理解される。設計の好みに基づいて、本開示の
範囲内にありながら、プロセスのステップの優先度または特定の順番が再調整され得るこ
とが、理解される。添付の方法請求項は、見本としての順番で様々なステップの複数の要
素を提示するもので、提示された優先度または特定の順番に限定されることは意図されな
い。
【００９２】
　[0104]　本開示において説明された実施形態に対する様々な変更は、当業者には容易に
理解され得、本書に規定される一般的な原則は、本開示の精神または範囲を逸脱すること
なく、他の実施形態にも適用され得る。このため、本開示は、本書に示される実施形態に
限定されることは意図されておらず、しかし、本書に開示される新規の特徴、原理および
請求項に一致する最も広い範囲が与えられるべきである。「例示的な（exemplary）」と
いう言葉は、「例、事例、または実例としての役割を果たす」ことを意味するためにのみ
、本書で使用されている。「例示的」なものとして本書に記述される実施形態のいずれも
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、他の実施形態より有利である、または好ましいものとして必ずしも解釈されるべきでは
ない。
【００９３】
　[0105]　個々の実施形態のコンテキストで本明細書に説明される特定の特徴は、単一の
実施形態において組み合わせて実現されることもできる。逆に、単一の実施形態のコンテ
キストで説明される様々な特徴は、任意の適切なサブコンビネーションで、または個別に
、複数の実施形態で実現されることもできる。さらに、特徴が、特定の組合せで動作する
として上に説明され、さらにそのように最初に請求され得るが、請求される組み合わせか
らの１つ以上の特徴が、いくつかの場合において、組合せから削除されることができ、ま
た、請求される組み合わせは、サブコンビネーション、またはサブコンビネーションの変
形例を対象とし得る。
【００９４】
　[0106]　同様に、複数の動作が特定の順番で図面に示されているが、このことは、この
ような動作が、示されている特定の順番でまたは順次的な順番で実施され、または、全て
の説明される動作が実施されて所望の結果を得ることを、必要とするものとして、理解さ
れるべきではない。特定の状況では、マルチタスクおよび並行処理が、有効となり得る。
さらに、上記に説明される実施形態におけるさまざまなコンポーネントの分離は、全ての
実施形態においてこのような分離を必要とするものとして理解されるべきではなく、説明
されるプログラム・コンポーネントおよびシステムは、一般に、単一のソフトウェア製品
に一緒に統合されるか、複数のソフトウェア製品に一括されることができることが、理解
されるべきである。さらに、他の実施形態は、下記の請求項の範囲内である。いくつかの
場合では、請求項に記載されている動作は、異なる順番で実施されても、所望の結果を得
ることができる。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレス通信装置に結合される
ように構成されるスマート記憶デバイスであって、前記スマート記憶デバイスは、
　前記ワイヤレス通信ネットワークのサービスにアクセスするためのネットワークアクセ
ス情報を記憶するように構成されるメモリと、
　前記ワイヤレス通信装置にメッセージを送信するように構成される制御装置と、前記メ
ッセージは、前記スマート記憶デバイスによって記憶される前記ネットワークアクセス情
報に対する更新を前記ワイヤレス通信装置に通知するデータを備え、前記データは、前記
ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件に基づいて前記ワイヤレス通信装置のアクティブな
動作を保留し、前記ワイヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始するコマン
ドをさらに備え、前記情報の前記更新は、更新された前記ネットワークアクセス情報の少
なくとも一部に基づく、
を備える、スマート記憶デバイス。
[Ｃ２]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信される
ときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更新
を開始するための条件を備える、Ｃ１に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ３]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通信
装置によって行われる前記動作が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール、
またはユーザインターフェースをナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場合
に、前記更新を開始するための条件を備える、Ｃ１に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ４]　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前記
１つ以上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、Ｃ１
に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ５]　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記制御装置は、前記ワイ
ヤレス通信装置に第１のメッセージを送信することに応答して、前記ワイヤレス通信装置
のアクティブコールのリストを受信するように構成されており、前記１つ以上の条件は、
アクティブコールの前記リストに基づく、Ｃ１に記載のスマート記憶デバイス。
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[Ｃ６]　前記ネットワークアクセス情報は、前記ワイヤレス通信装置のユーザに関連付け
られた加入者情報、ネットワーク事業者情報、および認証情報のうちの少なくとも１つを
備える、Ｃ１に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ７]　前記スマート記憶デバイスは、ユニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）を備え
る、Ｃ１に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ８]　前記スマート記憶デバイスは、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）を備える、Ｃ１
に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ９]　前記コマンドは、前記更新を強制するように構成される、Ｃ１に記載のスマート
記憶デバイス。
[Ｃ１０]　スマート記憶デバイスに記憶されるネットワークアクセス情報を管理する方法
であって、前記スマート記憶デバイスは、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作する
ワイヤレス通信装置に結合されるように構成されており、前記方法は、
　前記スマート記憶デバイスのメモリに前記ネットワークアクセス情報を記憶することと
、前記ネットワークアクセス情報は、前記ワイヤレス通信ネットワークのサービスにアク
セスするためのものである、
　前記ワイヤレス通信装置にメッセージを送信することと、前記メッセージは、前記スマ
ート記憶デバイスによって記憶される前記ネットワークアクセス情報に対する更新を前記
ワイヤレス通信装置に通知するデータを備え、前記データは、前記ワイヤレス通信装置が
１つ以上の条件に基づいて前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記ワ
イヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始するコマンドをさらに備え、前記
情報の更新は、更新された前記ネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく、
を備える、方法。
[Ｃ１１]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信され
るときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更
新を開始するための条件を備える、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通
信装置によって行われる前記動作が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール
、またはユーザインターフェースをナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場
合に、前記更新を開始するための条件を備える、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前
記１つ以上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、Ｃ
１０に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記方法は、さらに、前
記ワイヤレス通信装置に第１のメッセージを送信することに応答して、前記ワイヤレス通
信装置のアクティブコールのリストを受信することを備え、前記１つ以上の条件は、アク
ティブコールの前記リストに基づく、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記ネットワークアクセス情報は、前記ワイヤレス通信装置のユーザに関連付
けられた加入者情報、ネットワーク事業者情報、および認証情報のうちの少なくとも１つ
を備える、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記スマート記憶デバイスは、ユニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）を備
える、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記コマンドは、前記更新を強制するように構成される、Ｃ１０に記載の方法
。
[Ｃ１８]　ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレス通信装置に結合され
るように構成されるスマート記憶デバイスであって、前記スマート記憶デバイスは、
　前記スマート記憶デバイスのメモリにネットワークアクセス情報を記憶するための手段
と、前記ネットワークアクセス情報は、前記ワイヤレス通信ネットワークのサービスにア
クセスするためのものである、
　前記ワイヤレス通信装置にメッセージを送信するための手段と、前記メッセージは、前
記スマート記憶デバイスによって記憶される前記ネットワークアクセス情報に対する更新
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を前記ワイヤレス通信装置に通知するデータを備え、前記データは、前記ワイヤレス通信
装置が１つ以上の条件に基づいて前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、
前記ワイヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始するコマンドをさらに備え
、前記情報の更新は、更新された前記ネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基づ
く、
を備える、スマート記憶デバイス。
[Ｃ１９]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信され
るときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更
新を開始するための条件を備える、Ｃ１８に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ２０]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通
信装置によって行われる前記動作が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール
、またはユーザインターフェースをナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場
合に、前記更新を開始するための条件を備える、Ｃ１８に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ２１]　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前
記１つ以上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、Ｃ
１８に記載のスマート記憶デバイス。
[Ｃ２２]　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記スマート記憶デバイ
スは、前記ワイヤレス通信装置に第１のメッセージを送信することに応答して、前記ワイ
ヤレス通信装置のアクティブコールのリストを受信するための手段を備え、前記１つ以上
の条件は、アクティブコールの前記リストに基づく、Ｃ１８に記載のスマート記憶デバイ
ス。
[Ｃ２３]　実行時に、スマート記憶デバイスに、前記スマート記憶デバイスに記憶される
ネットワークアクセス情報を管理する方法を行わせる命令群によってエンコードされた非
一時的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品であって、前記スマ
ート記憶デバイスは、ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレス通信装置
に結合されるように構成されており、前記方法は、
　前記スマート記憶デバイスのメモリに前記ネットワークアクセス情報を記憶することと
、前記ネットワークアクセス情報は、前記ワイヤレス通信ネットワークのサービスにアク
セスするためのものである、
　前記ワイヤレス通信装置にメッセージを送信することと、前記メッセージは、前記スマ
ート記憶デバイスによって記憶される前記ネットワークアクセス情報に対する更新を前記
ワイヤレス通信装置に通知するデータを備え、前記データは、前記ワイヤレス通信装置が
１つ以上の条件に基づいて前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記ワ
イヤレス通信装置によって管理される情報の更新を開始するコマンドをさらに備え、前記
情報の更新は、更新された前記ネットワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく、
を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ２４]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信され
るときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更
新を開始するための条件を備える、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ２５]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通
信装置によって行われる前記動作が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール
、またはユーザインターフェースをナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場
合に、前記更新を開始するための条件を備える、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム
製品。
[Ｃ２６]　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前
記１つ以上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、Ｃ
２３に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ２７]　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記方法は、さらに、前
記ワイヤレス通信装置に第１のメッセージを送信することに応答して、前記ワイヤレス通
信装置のアクティブコールのリストを受信することを備え、前記１つ以上の条件は、アク
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ティブコールの前記リストに基づく、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ２８]　ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレス通信装置であって、
前記ワイヤレス通信装置は、記憶デバイスに結合されるように構成されており、前記ワイ
ヤレス通信装置は、
　前記記憶デバイスから受信される複数のメッセージに基づいて情報を記憶するように構
成されるメモリと、
　スマート記憶デバイスからメッセージを受信するように構成される制御装置と、前記メ
ッセージは、前記スマート記憶デバイスによって記憶される前記ワイヤレス通信ネットワ
ークのサービスにアクセスするために、ネットワークアクセス情報に対する更新を前記ワ
イヤレス通信装置に通知するデータを備え、前記データは、前記ワイヤレス通信装置が１
つ以上の条件に基づいて前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記情報
の更新を開始するコマンドをさらに備え、前記情報の前記更新は、更新された前記ネット
ワークアクセス情報の少なくとも一部に基づく、
を備える、ワイヤレス通信装置。
[Ｃ２９]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信され
るときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更
新を開始するための条件を備える、Ｃ２８に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ３０]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通
信装置によって行われる前記動作が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール
、またはユーザインターフェースをナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場
合に、前記更新を開始するための条件を備える、Ｃ２８に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ３１]　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前
記１つ以上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、Ｃ
２８に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ３２]　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記制御装置は、前記ワ
イヤレス通信装置から第１のメッセージを受信することに応答して、前記ワイヤレス通信
装置のアクティブコールのリストを送信するように構成されており、前記１つ以上の条件
は、アクティブコールの前記リストに基づく、Ｃ２８に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ３３]　前記スマート記憶デバイスは、ユニバーサル集積回路カード（ＵＩＣＣ）を備
える、Ｃ２８に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ３４]　前記コマンドは、前記更新を強制するように構成される、Ｃ２８に記載のワイ
ヤレス通信装置。
[Ｃ３５]　スマート記憶デバイスと対話する方法であって、前記方法は、
　前記スマート記憶デバイスからワイヤレス通信装置によって受信されるメッセージに基
づいて、ワイヤレス通信装置で情報を記憶することと、
　前記スマート記憶デバイスからメッセージを受信することと、前記メッセージは、前記
スマート記憶デバイスによって記憶される、ワイヤレス通信ネットワークのサービスにア
クセスするためのネットワークアクセス情報に対する更新を、前記ワイヤレス通信装置に
通知するデータを備え、前記データは、前記ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件に基づ
いて前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記情報の更新を開始するコ
マンドをさらに備え、前記情報の更新は、更新された前記ネットワークアクセス情報の少
なくとも一部に基づく、
を備える、方法。
[Ｃ３６]　前記１つ以上の条件に基づいて、前記情報の前記更新を開始することをさらに
備える、Ｃ３５に記載の方法。
[Ｃ３７]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信され
るときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更
新を開始するための条件を備える、Ｃ３５に記載の方法。
[Ｃ３８]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通
信装置によって行われる前記動作が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール
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、またはユーザインターフェースをナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場
合に、前記更新を開始するための条件を備える、Ｃ３５に記載の方法。
[Ｃ３９]　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前
記１つ以上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、Ｃ
３５に記載の方法。
[Ｃ４０]　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記方法は、さらに、前
記スマート記憶デバイスから第１のメッセージを受信することに応答して、前記ワイヤレ
ス通信装置のアクティブコールのリストを送信することを備え、前記１つ以上の条件は、
アクティブコールの前記リストに基づく、Ｃ３５に記載の方法。
[Ｃ４１]　ワイヤレス通信ネットワークにおいて動作するワイヤレス通信装置であって、
前記ワイヤレス通信装置は、スマート記憶デバイスに結合されるように構成されており、
前記ワイヤレス通信装置は、
　前記スマート記憶デバイスから受信されるメッセージに基づく情報を記憶するための手
段と、
　前記スマート記憶デバイスからメッセージを受信するための手段と、前記メッセージは
、前記スマート記憶デバイスによって記憶される前記ワイヤレス通信ネットワークのサー
ビスにアクセスするためのネットワークアクセス情報に対する更新を前記ワイヤレス通信
装置に通知するデータを備え、前記データは、前記ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件
に基づいて前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記情報の更新を開始
するコマンドをさらに備え、前記情報の更新は、更新された前記ネットワークアクセス情
報の少なくとも一部に基づく、
を備える、ワイヤレス通信装置。
[Ｃ４２]　前記１つ以上の条件に基づいて、前記情報の前記更新を開始するための手段を
さらに備える、Ｃ４１に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ４３]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信され
るときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更
新を開始するための条件を備える、Ｃ４１に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ４４]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通
信装置によって行われる前記動作が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール
、またはユーザインターフェースをナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場
合に、前記更新を開始するための条件を備える、Ｃ４１に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ４５]　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前
記１つ以上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、Ｃ
４１に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ４６]　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記装置は、さらに、前
記スマート記憶デバイスから第１のメッセージを受信することに応答して前記ワイヤレス
通信装置のアクティブコールのリストを送信するための手段を備え、前記１つ以上の条件
は、アクティブコールの前記リストに基づく、Ｃ４１に記載のワイヤレス通信装置。
[Ｃ４７]　実行時にワイヤレス通信装置にスマート記憶デバイスと対話するための方法を
行わせる命令群によってエンコードされた、非一時的コンピュータ可読媒体を備えるコン
ピュータプログラム製品であって、前記方法は、
　前記スマート記憶デバイスから受信されるメッセージに基づく情報を記憶することと、
　前記スマート記憶デバイスからメッセージを受信することと、前記メッセージは、前記
スマート記憶デバイスによって記憶されるワイヤレス通信ネットワークのサービスにアク
セスするためのネットワークアクセス情報に対する更新を前記ワイヤレス通信装置に通知
するデータを備え、前記データは、前記ワイヤレス通信装置が１つ以上の条件に基づいて
前記ワイヤレス通信装置のアクティブな動作を保留し、前記情報の更新を開始するコマン
ドをさらに備え、前記情報の更新は、更新された前記ネットワークアクセス情報の少なく
とも一部に基づく、
を備える、コンピュータプログラム製品。
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[Ｃ４８]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが前記ワイヤレス通信装置に送信され
るときに前記ワイヤレス通信装置によって行われる前記動作のタイプに関わらず、前記更
新を開始するための条件を備える、Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ４９]　前記１つ以上の条件は、前記メッセージが送信されるときに前記ワイヤレス通
信装置によって行われる前記動作が、データコール、音声コール、任意のタイプのコール
、またはユーザインターフェースをナビゲートすることのうちの少なくとも１つである場
合に、前記更新を開始するための条件を備える、Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム
製品。
[Ｃ５０]　前記コマンドは、ユーザ入力を得るためのインジケーションをさらに備え、前
記１つ以上の条件は、前記ユーザ入力に基づいて更新を開始するための条件を備える、Ｃ
４７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５１]　前記メッセージは、第２のメッセージを備えており、前記方法は、さらに前記
スマート記憶デバイスから第１のメッセージを受信することに応答して、前記ワイヤレス
通信装置のアクティブコールのリストを送信することを備え、前記１つ以上の条件は、ア
クティブコールの前記リストに基づく、Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム製品。
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